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 Do Replicants Dream of  Zembla? 
―Blade Runner 2049 試論―
 中田　晶子 
 Abstract 
 Blade Runner 2049 is a 2017 American film directed by Denis Villeneuve as 
a sequel to Blade Runner, a monumental neo-noir science fiction film directed by 
Ridley Scott and released 35 years ago.  The original stunned young Villeneuve, 
striking him as a serious piece of  art created by real artists.  Blade Runner 2049 is 
highly regarded by critics for its performances, direction, cinematography, 
music, and visual effects.  Its respect for and faithfulness to the original film is 
obvious; on the other hand, Blade Runner 2049 is characterized by its affinities 
with literature of  non-science fiction and films created outside of  Hollywood.  
Among them, Pale Fire (1962), a novel by Vladimir Nabokov, is the most 
influential literary work to the film.  This paper analyzes Blade Runner 2049 
through Pale Fire and Nabokov’s main literary themes, together with some other 
writers’ literary works.   
 はじめに 
 Blade Runner 2049 （2017 年劇場公開，同年日本公開，邦題『ブレードラン
ナー 2049』，以下 BR 2049）は，Denis Villeneuve の監督により， Ridley Scott 監
督による Blade Runner （1982 年劇場公開，同年日本公開，邦題『ブレードラン
ナー』，以下 BR）1） の続編として製作された。少年時代から Villeneuve は，映
画監督として Scott を尊敬しており，BR の大ファンでもあった。BR は，公




映画であったという（Mottram 26）。BR の続編は Scott が撮る予定であった
が，充分な時間が取れず，製作総指揮として参加することとなった。BR で
シナリオを担当した二人のうち Hampton Fancher が今回もストーリーとシナ
リオの担当として加わり，前作で主役のブレードランナー Rick Deckard を
演じた Harrison Ford が 30 年後の Deckard を演じるなど，前作を踏襲する条
件も充分に整っていた。Villeneuve によれば，Scott は，監督として完全な自
由を Villeneuve に与えると共に必要な援助は惜しまない姿勢であったという
（Mottram 26）。また，過去 30 年間に BR の世界で起こったことを説明する 3
篇の短篇映画が BR 2049 の劇場公開に先駆けて発表されており2），観客が新
作の世界への移行を容易にできるよう配慮されている。
一方で BR 2049 の世界は BR の世界と大きく異なっている。Villeneuve によ
る続編の主要な特徴としてあげられることの一つが，SF 以外の文学作品と
Hollywood 以外の映画作品への親近性であり，それらの作品からの引用であ
ろう。その中で特に重要な役割を果たしている Pale Fire（1962，以下 PF）を
中心に BR 2049 における Vladimir Nabokov の作品や主題の意味について論じ，
それらを通して観る BR 2049 を考えることが本稿の目的である。
Pale Fire : 1. Paperback
BR 2049 の中に Nabokov の小説 PF が登場することは，よく知られている。
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ない。James Joyce の後を追うかのように最近は Nabokov Industry 化の傾向が
見られる Nabokov 研究界であるが，幅広いテーマを扱ってはいるものの，
BR 2049 に対する態度は予想通り冷淡なものであった。同映画の全米公開
は 2017 年 10 月 6 日であったが，The International Vladimir Nabokov Society の
メーリングリスト Nabokv-L には，2017 年 8 月 23 日から 10 月 31 日までの







る。Nabokov の作品中最もよく知られた Lolita（1955） に関連してウェブ上に
数百万単位の言及があり，その大多数がポルノグラフィやサブカルチャー系
であるため，警戒せざるを得ないという事情があるのも事実である。しかし










を得ることは可能であろう。この本は実在するものであり，1980 年に G. P. 





ものではない。PF と G. P. Putnam’s Sons の縁は深く，初版のハードカバーの
版元もこの社である。初版は，Nabokov 研究者が論文に引用するためのオー
ソライズされたテクストとして国際的に定められており，同じ版組が使わ
れている Perigee Book 版も研究用テクストとして使用可能であるが，現在で
は店頭に並ぶことは皆無に等しい。英米のインターネット書店で検索する
とアメリカの Amazon では古書として販売されてはいるが，PF のタイトル





























Pale Fire : 2. Joi
両手に持った PF の本を K に示す Joi は，主人公の妻か恋人に見えるもの
の，実は K が所有する AI アプリケーションのホログラムである。K 自身
は Nexus9 型のレプリカントであり，彼も Joi も Wallace 社の「製品」である。
帰宅した K は，これも Wallace 社の開発したタンパク質のインスタント食品





次に Joi は，花柄のギャザースカートにサロンエプロンをつけた 60 年代
風の主婦から肩や背中に大きなカットのある黒いパンツドレス姿に変わり，
サイドテーブルの PF を手に取り，K に語りかける。Joi の手に持たれた本は
瞬時にホログラムと化し，元の本は机に残ったままとなる。
Joi: Would you read to me? It’ll make you feel better.
K: You hate that book.
Joi: I don’t wanna read either.
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なぜ Joi は PF が嫌いなのであろうか。AI アプリケーションとして，Joi は
所有者であるKの好みを学習し，その嗜好に合わせるのが原則のようである。
そうであれば K が読むと落ち着くという PF を Joi が「本心では」（という可
能性があるとしてだが）嫌っているのは何故であろうか。
PF は，序文，詩篇，註釈，索引の 4 部分から成る小説である。315 頁も









I was the shadow of  the waxwing slain
By the false azure in the windowpane; 
I was the smudge of  ashen fluff―and I
Lived on, flew on, in the reflected sky.  (ll. 1―4; p. 33)
高度な感受性と共感性をプログラムされている Joi にとって，青空を映した










PF についての短いやり取りの後で Joi はエマネータのお蔭で初めて部屋の
外に出る体験をする。子供のように全身で雨を感じ，感動と感謝を K に伝
えようとする。Joi の可憐さが際立つ場面であるが，そこで K にヴォイスメッ
セージがはいり，K がエマネータを一時停止すると Joi は雨の中に一人哀れ
にも滑稽な姿で立ち続けることになる。









And from the inside, too, I’d duplicate
Myself, my lamp, an apple on a plate: 
Uncurtaining the night, I’d let dark glass






る。詩人の視点に，Mariette とシンクロナイズしつつ K を見つめる Joi のそ
れを重ねることができるであろう。
Pale Fire : 3. K
K のフルネームは KD6―3.7，Nexus9 型レプリカントの製造番号である。














他のレプリカントからも疎外されている。Nexus8 型は同 9 型に劣らず高い
能力を付与されているため，K の業務は命がけの危険な仕事でもある。レプ
リカントを「解任」した後，K は職場で Baseline という名称のメンタルチェッ
クを受けることになっている。被検者は閉ざされた白い小部屋に座り，カメ




た語句の一部を即座に繰り返す形式である。この Baseline は 8 分ほどかかる
ものであるが，その一部に PF の第 3 篇の詩句が引用されている。
I can’t tell you how
I knew―but I did know that I had crossed
The border.  Everything I loved was lost
But no aorta could report regret.
A sun of  rubber was convulsed and set; 
And blood-black nothingness began to spin
A system of  cells interlinked within
Cells interlinked within cells interlinked
Within one stem.  And dreadfully distinct
Against the dark, a tall white fountain played.  (ll. 698―707, p. 59)
この連は，詩篇 PF の作者である詩人 John Shade が心臓発作で倒れ，意識を
失う前に見た幻想を描写した部分である。
レプリカント「解任」の業務を終えて LAPD に戻った K が Baseline を受け
るため廊下を歩いて検査室に向かう画面に重ねてヴォイスオーヴァーで検査
の初めの部分が聞こえる。検査官の指示に従って K がこの連の後半 5 行を
暗唱し，続いて下のように，この連に出てくる表現を用いた質問がされ，検
査官の言葉を繰り返す形で K が答えてゆく。
Interviewer (Offscreen, O.S.): Cells.
K: Cells.
Interviewer (O.S.): Have you ever been in an institution? 
　Cells.
K: Cells.









Interviewer (O.S.): What’s it like to hold the hand of  someone you love? 
　Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Did they teach you how to feel, finger to finger? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Do you long for having your heart interlinked? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Do you dream about being interlinked? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): What’s it like to hold your child in your arms? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Do you feel like there is a part of  you that is missing? Interlinked.
K: Interlinked.
Interviewer (O.S.): Within cells interlinked.
K: Within cells interlinked.
Interviewer (O.S.): Why don’t you say that three times? Within cells
　interlinked.
K: Within cells interlinked.  Within cells interlinked.  Within cells interlinked.
検査官は質問の後に K が答えるべき言葉を言い，K が間髪を入れずそれを
繰り返す。今回の検査も，彼の場合常であるらしいが，無事に終了し，K は
レプリカントを「解任」したことに対するボーナスをもらって帰宅する。「PF
を朗読すると K が落ち着く」と Joi が言っていたように，真面目な K は，こ
の検査に備えて自宅で準備をしているのかもしれない。この段階では観客に
わからないことであるが，ここでの検査官の質問には，K のこれまでの人生
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や移植された記憶，さらに K がこれから体験する事柄への暗示的言及が含
まれている。Baseline の目的は，K が LAPD の組織の一部であり，その組織
が維持しようと努める社会秩序への忠誠を誓わせることにあるらしい。









面 PF の詩句の意味からはやや遠ざかり，その分 K の世界と深く関わること
となっている。
初めの Baseline のやり取りには登場しない，当該連の最後の 2 行 “And 




Interviewer (O.S.)：What’s it like to be filled with dread? 
　Dreadfully.
K：Dreadfully.













今回一部が Baseline に使用された連の最後の 2 行は，これから K に起こ
ることを暗示していると思われる。触れられなかった “Against the dark, a tall 

















部分のある灰色に見えるが，あたかも PF の詩篇第 3 篇に登場した「白い噴水」
と「白い山」が誰かの夢の中で合体したもののように見える。深読みをすれ
ば，Baseline が支配する，抑圧的ではあっても安定した世界を離れて自由に
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号から取った呼び名である K の代わりに Joe という名前を提案する。
Joi :  I always told you.  You’re special.  Born, not made.  Hidden with care.  A real boy 
now.
 　You’re special.  Now a real boy.  A real boy needs a real name.  Joe.
K: Joe? 
Joi : You’re too important for “K.” A real boy needs a real name.  Your mother would 
have named you.  Joe.





も Joe の名を受け入れ，以後 Joi は K を Joe と呼ぶことになる。Joe は Joi と





レプリカント Luv の名前は，love の発音綴りとしてくだけた場合に日常的に
使われる単語である。レプリカントの母から生まれた特別な存在であるレプ





Joe という名前の持つ歴史的物語が K の誤解に基づいた確信を強めること
となる。K が母と信じた女性レプリカントの名が Rachael であり，旧約聖書
に登場するラケルに源を持つ英語名であるからだ。K のいない場面である
が，レプリカントの生殖を目指して果たせない Wallace が「創世記」を引用
する―“And God remembered Rachael.  And heeded her.  And opened her womb”5） 





赦し，父と再会する。Joe と呼ばれる K が Rachael の子供であったとしたら，
彼の存在は，まさにレプリカントの「創世記」にふさわしい物語となるだろ
う。しかしそれは K の願望で終わってしまう。父と信じた Deckard から妻
の名を聞いて間もなく，K はレプリカントの革命を計画しているグループの
リーダーから，Rachael の子供が女児であったことを知らされるからである。
K に与えられるはずだった「本当の名前」が Joe であるとすると，自然な
連想として Franz Kafka の『審判』（Der Parozess 1925）の主人公 Joseph K が浮
かんでくるし，それと共に『城』（Das Schloss 1926）の主人公「永遠の測量士 K」
も当然浮上してくる。未完のまま遺稿となったためもあろうが，『城』の K





ントの奇跡である Ana のために利用された存在だったが，死闘の末 Deckard













Nabokov に戻れば，K の名前を持つ登場人物として短篇 “Solus Rex”（1940）
の主人公があげられる。この作品は，“Ultima Thule”（1942）と共に長篇 PF
の章となることを目的に書かれたものである。その後予定が変わり，実際に
はどちらも PF には含まれていないが，PF とつながる点は多い。前者は，王
となった主人公が青年時代に王位継承者であった従兄との関わりを回想する
内容であり，後者は，妻を亡くした夫による死後の生の探究をテーマとして




PF における K といえば，序文，註釈，索引の筆者であり，Shade の隣人
で大学の同僚である Charles Kinbote のイニシャルである。彼は文学の教授で
あるが，自身を遠い北国 Zembla から亡命中の王 Charles II 世と信じている狂
人である。急死した時に Shade が持っていた PF の草稿を持ち去り，230 頁
にわたる註釈によって詩篇を自身の Zembla での生活と退位後の逃亡と亡命
生活を描いた作品に変えることを試みる。Kinbote の正体は V. Botkin という
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ロシア人亡命者であるらしく，索引には第 4 歌の 894 行目に比喩として登













カント革命組織に属している Mariette が言う “More human than humans” のモッ
トーは，K においてこそ既に実現されていると言えるだろう。
最後にもう一人の K をあげたい。BR の原作となった小説 Do Androids Dream 
of  an Electric Sheep? （1968）の原作者 Philip K. Dick のミドルネーム K である。
この K は Kindred のイニシャルであるが，Kindred は，姓としては 11 世紀の
ノルマン征服時代に遡る歴史があり，「勇者の代表会議」（bold council） の意
味を持ち，名の場合には，普通名詞の意味の「同じ種類」（similar in kind）で
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I know what’s real
拉致されて来た Deckard に向かい，Wallace はラケルについて「創世記」を
引用する。続いて死んだはずの Rachael の声が聞こえ，BR において初対面
の Deckard と Rachael の間で交わされた会話が続く。その場面での Rachael
の姿が暗闇に浮かびあがり，Deckard は涙を流すが，“I know what‘s real.” と
言って抵抗する。Wallace が “Don’t be afraid.” と Deckard に告げると，実体を
持つ Rachael が Deckard に歩み寄る。“Did you miss me?” と言って，Rachael は
Deckard の顔に手を触れる。Deckard がその手をはずすと “Don’t you love me?” 
と悲しげな顔で尋ねる。Deckard は “Her eyes were green.” と言って Rachael か
ら歩み去る。この場面のために，実写と CG を組み合わせて 1 年がかりで
BR の Rachael を再現したというが（Rougeau），確かにこの場面の Rachael は
BR のヒロインと区別がつかない。拒絶することは Deckard にとって大変な
試練であったろうが，本物の Rachael の眼が緑色であったと主張して，再現
された Rachael を贋物であると断定するのは不可解に思える。Rachael の眼は
茶色であり，現れた Rachael においても正しく再現されているからである。
BR において Rachael の眼が緑色に見えたのは，人間かレプリカントかを判断
するための Voigt-Kampff  Test を受けている時だけであった。テスト装置の
スクリーンに映った被検者の眼が緑色に見えるためである。Rachael の場合，
その緑色の眼を見たのは，検査官を務めた Deckard だけである。緑色の眼の






You look like a good joe
細やかに K を気遣いつつ，必要と思えば大胆な行動も辞さない Joi は，K
を愛する理想的なパートナーと見えるが，実のところその言動のどこまでが
設定されたプログラムに沿ったものかは不明である。Joi が夕食の皿を運ん




他方，Joi を愛しく思いつつも K の側では Joi の言動がプログラムそのも
のであることを常に気にしていることがわかってくる。初めての雨を体験し
た Joi が K に近づきやや改まった態度で “I’m so happy when I’m with you.” と言














来た Wallace の部下 Luv にエマネータを破壊される寸前（しかも Luv は憎々
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しげに “I do hope you’re satisfied with our products.” と言ってエマネータを踏み
つける），Joi は K に走り寄り “I love you! ” と叫ぶ。哀切限りない場面であるが，




この映画において初めて Joi が姿を現す前に，帰宅した K との会話を観客
は聞く。今日は何をしていたかという K の質問に，Joi は軽い苛立ちが感じ







ながったのであろう。愛する K といつも一緒にいたいという Joi の願望なの
か，所有者にさらにエマネータ購入をうながすためのプログラムによる発言
なのか，これも判断は難しい。
Joi を失った後で K は街路に 30 ～ 40 メートルの高さでそびえたつ巨大な
ホログラム広告の “Joi” に話しかけられる。BR で描かれた LA は，酸性雨が
絶え間なく降り，人口密度の高い，猥雑で活気ある多文化のディストピア
であるが，BR 2049 の LA は雪と氷の都市となり，30 年前とは異なって，人
は群れていても静かな暗い街路に高層建築物の高さのホログラム広告の女性
達が現れているのが印象的である。LA が寒冷地になっていることも PF の






K に話しかけた “Joi” は濃いピンク色の裸身に青い髪の蠱惑的なタイプで
あり，Joi のパーソナリティとは異なるが，彼女が話しかける言葉が奇妙に
過去に聞いた Joi の発話と重なるのである。夕食の席で Joi は K を気遣うよ
うに見つめて “Was a day? ” と尋ね，K は重々しく “It was a day.” と答えていた
が，“Joi” は，“Hello, Handsome.  What a day?” と K に話しかける。また，“Joi”
の “You look lonely.  I can fix that.” は，仕事でシャツを破いてしまったと話す
K に対して Joi の声が言った “I’m sure I can fix that for you.  Let me take a look at 
it.” を思い出させる。広告の “Joi” は誘惑的であり，アパートの Joi は甲斐々々
しく働く若い主婦という違いはあるが，発話の表現と内容に重なりがある。
“Joi” は最後に “You look like a good Joe.” と愛らしく言う。ホログラムにネ
オンサイン風の “Everything you want to hear/see” の文字が浮かび上がる。Joi
が K を Joe と名付けたのであったが，普通名詞の joe は，ここで “Joi” が使っ
ているように男性を意味するスラングでもあり，Joi が言っていた「特別な
存在である K にふさわしい名前であり，母親が生きていたらつけたはずの





“Joi” の顔立ちは Joi に似ているところがあるものの，はるかに単純でコミッ
ク的である。Joi のように複雑な感情を持っていないことが明らかであり，K
が失った Joi と広告の “Joi” の間にある違いの大きさを改めて感じさせる。た
とえ K が再び新品の製品 “Joi” を購入しても，一緒に暮らしたあの Joi を甦
らせることはできないと観客に確信させる場面にもなっている。Joi は，愛
情と気遣いに満ちた K との生活の中で過ごした結果，“Joi” の初期設定をは
るかに超えて豊かな愛情や気遣いのレベルに達している。Joi は，人間が乳











この場面は Rachael を再現したレプリカントを拒否する Deckard の場面と

























一つであろう。上司の Joshi から Rachael の出産したレプリカントの抹殺を命
じられた K は，魂の存在を考えてためらう。彼にとっては，「生まれること
は魂を持つこと（To be born is to have a soul）」であるが，Joshi は問題にしな
い。人間である Joshi には，レプリカントの魂の問題よりも世界の秩序を保





と心（heart）であり，永遠の魂ではない。K のためらいに対して Joshi は，
魂の有無は関係がないと言い，「あなたは魂がなくてもちゃんとやっている
（You’re getting on fine without one［a soul］）」と励ます。その後の捜査で，自
分がレプリカントの母から誕生した，つまり魂を持つ存在であると考えるに
至った K は，初めて人間の命令に背き，自分の望む方向に動き出す。










And how delightful when a fall of snow 
Covered my glimpse of lawn . . . （PF Canto I）





が Ana の部屋にはいった時，Ana はガラス仕切りの内部で，円筒形のスノー
ボールのように雪を舞わせた中に立っている。おそらく現実の雪には触れた
ことがない Ana が創り出した雪の映像である。雪を媒介にして屋外の K と
Ana の間に，不完全ではあるが，シンクロナイゼーションが起きているかの
ように感じられる場面である。「双子として Rachael から生まれた」という作
られた話のとおりに Ana と K が双子のきょうだいになったかのようでもあ

















いたという記憶である。Deckard を守り抜き奇跡的な存在である Ana のとこ
ろへ導いた K の行為は，その記憶を大人として現実に生きたことになるだ
ろう。
雪のイメージを消して Ana は Deckard のいる方へ歩いて来る。Deckard は





ディングは，BR の最後で逃亡する Deckard と Rachael がエレベータに乗りド
アが閉まりかけるエンディングを模しているのであろう。この父子にも逃亡
の可能性を匂わせて映画は終わる。
終わりに―a hundred-layer layer cake
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―我々は何者か，どこから来たのか―であることが気に入ったため，目






















画の細部を積み上げて行く過程について “To me, a film is like a seven-hundred-

















 1） BR には五つのヴァージョンが存在するが，本稿での BR への言及は，2007
年に発売された Final Cut 版に基づいてのものである。他は，試写のため
の Workprint 版 （1982）， 劇 場 公 開 さ れ た US Theatrical Cut 版（1982） と
International Theatrical Cut 版（1982）， 公 開 10 周 年 を 記 念 し て 再 編 集 さ れ
た Director’s Cut 版（1992）である。Final Cut 版は，公開 25 周年を記念して
Director’s Cut 版に再編集を施したもので，矛盾点を解消し，画質や音質を向上
させたものである。また，試写版にあった複数の場面を復活させている。
2） 2048: Nowhere to Run, 2036: Nexus Dawn の 2 篇が監督 Luke Scott，脚本 Hampton 
Fancher, Michael Green により，Blade Runner Black Out 2022 が渡辺信一郎による監
督，脚本により，2017 年 8 月から 9 月にそれぞれ発表された。
3） replicant は，BR において使用された人造人間を表す造語である。BR は Philip 
K. Dick の小説 Do Androids Dream of  an Electric Sheep? （1968）の映画化作品であるが，
小説では一貫して android の用語が使われている。映画タイトルに使われた
blade runner は逃亡レプリカントの殺害を担う Los Angeles 警察の捜査官を指す
が，これも小説では bounty hunter と呼ばれている。用語としての bladerunner は，
Alan E. Nourse の小説 The Bladerunner（1974）に起源を持ち，映画化を企画した
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5） この場面で引用される旧約聖書は New Revised Standard with Apocrypha 版であ
る。
6） ウェブで公開されているシナリオ（Final Shooting Script）にも，ト書きとし
て “The NAME goes through K like an arrow.  Joe? Jo?  His mind fills with doubt and 
hope and doubt again.  Was it all part of  her program? Was she ever real? ” と K の心情が説
明されている（Fancher and Green 100）。Gosling の演技は抑えのきいたもので
あり，ト書きにある内心の動揺を明瞭に示してはいない。ちなみに初めて “Joi”
に話しかけられた時の K の描写として “K looks up to her, eyes full of  longing and 
need.  Sees only the ‘dead leaf  echo’ of  his Joi.  Charmless and generic.“（100）とあるが，
“dead leaf  echo” は，Nabokov の小説 Lolita において主人公が，自分のもとから
失踪し，結婚して妊婦となった 17 歳の Lolita と再会した場面からの引用である。
“She was only the faint violet whiff  and dead leaf  echo of  the nymphet ...”（Lolita, 277）. 
Lolita の主人公はこの場面で重要な認識に至っているが，シナリオでは “Joi” に
そこまでの重要性を与えていない。。 
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